
フランスの予防・疾病管理（日本との比較） 

 

 
フランスの疾病管理 日本の疾病管理 

 PROS（良い点） CONS（課題点） 

一次予防（未病） 

健康増進 

◇政府、自治体 
・セキュリテ・ソシアル 
・タバコ対策 
・エヴァン法の強化 
◇企業、事業主 
・予防接種対策 
◇保険者 
・Sophia 
◇医療機関 
・保健医療地図、成果報酬 
◇その他 
・がん検診の 100%償還 

◇政府、自治体 
・健康日本 21 
◇企業、事業主 
・定期健診 
・健康相談 
・施設の設備 
・環境の整備や改善 
・労働安全衛生法 
◇保険者 
・保険相談 
・保健指導 
・個人へのインセンティブ提供 
・ヘルスケアポイント付与 
◇医療機関 
・予防接種 
・人間ドック 
◇その他 
・メタボ健診 
・個人衛生 
・日本健康会議 

フランス 
◇エヴァン法の強化による喫煙
やアルコールの規制 
◇喫煙率、アルコール消費量共
年々減少傾向 
◇コスパは良いと言える 
◇減少傾向ではあるが鈍足であ
るため改善の余地あり 
日本 
◇健康日本 21 による予防・健康
づくりの指針 
◇がんや糖尿病などの予防のた
めの食生活や運動などの目標が
細かく設定されている 
◇良いと言える 
◇今後もさらなる活用に期待さ
れる 

フランス 
◇地域医療のネットワーク 
◇開発されたばかりである 
◇コスパは良いと言える 
◇今後の活用に期待される 
日本 
◇喫煙、アルコール対策 
◇日本はOECD諸国と比較する
と規制が緩い傾向にある 
◇コスパは良くないと言える 
◇増税ではなくきちんとした喫
煙箇所を設ける必要あり 

二次予防 

早期発見・早期治療 

◇政府、自治体 
・セキュリテ・ソシアルによる健
康診断 
◇企業、事業主 
・定期健診、がん検診 
◇保険者 
・償還払い 
◇医療機関 
・かかりつけ医制度、保険免責制
度、ソフィアサービス 
◇その他 
・ 

◇政府、自治体 
・健康日本 21 
◇企業、事業主 
・定期健診、がん検診 
◇保険者 
・保健指導、加算・減算制度等 
◇医療機関 
・家庭医制度無、出来高払い多 
◇その他 
・ 

フランス 
◇セキュリテ・ソシアルによる
年一回の無料健康診断 
◇着実に成果は挙がっている 
◇無料であるためコスパは良い 
◇他にもっと良いやり方はない
か 
日本 
◇法定健診、特定健診、がん検診 
◇日本では全ての労働者に対す
る定期健康診断が義務付けられ
ている 
◇年 1 回であるためコスパは良
いと言える 
◇ 

フランス 
◇地域医療のネットワーク 
◇地域によって差が存在してい
る 
◇良いと言える 
◇今後のアプローチに期待され
る 
日本 
◇がん検診 
◇日本ではがん検診は努力義務
とされている 
◇ 
◇数年に 1 回は義務として検査
する方が良いのではないかと考
える 



三次予防 

重症化予防、再発防止 

◇政府、自治体 
・公衆衛生高等会議 
・保健医療全国会議 
◇企業、事業主 
・自営業者社会制度（RSI） 
◇保険者 
・償還払い、Sophia 
◇医療機関 
・成果報酬、ソフィアサービス 
◇その他 
・地域の医療ネットワークの構
築 

◇政府、自治体 
・経済財政運営と改革の基本方
針 2018 
・未来投資戦略 2018 
・生活習慣病重症化予防事業 
・糖尿病性腎症重症化予防プロ
グラム 
◇企業、事業主 
・企業独自の重症化予防事業 
・労働者の復職支援プログラム 
・受診勧奨支援 
◇保険者 
・予防カウンセリングプログラ
ム 
・インセンティブ交付金等に取
り組み状況を反映 
・保険者努力支援、重症化・再発
予防カウンセリングサービス 
・医療機関と協力した予防事業 
◇医療機関 
・診療報酬の加算あり 
◇その他 
・ 

フランス 
◇ソフィアサービスの主な戦略
として、自己管理サポート、配信
システムの設計、意思決定支援
である。 
◇任意ではあるが着実に成果を
挙げている。 
◇コスパは良い 
◇他にもっと良いやり方はない
か 
日本 
◇慢性疾患患者に対する重症化
予防 
◇診療報酬状の手当がある 
◇ 
◇ 

フランス 
◇現在の戦略は予防と患者教育
の強化、タスクの転送、新しい配
信と報酬の概念の開発と実施で
ある。 
◇成果は着々と挙がっている 
◇コスパは良い 
◇今後も新しいアプローチが実
施されることに期待する。 
日本 
◇制度化は普及している一方、
慢性疾患に対する重症化予防は
十分に確立・普及しているとは
言えない 
◇成果は挙がっているが上がり
幅が緩い 
◇コスパは良くないと言える 
◇今後十分に確立・普及される
ことに期待する 

 

 

◇今年度のフランスチームの前進点（分かったこと、発見した事実・仮説、日本への示唆など） 

 ・フランスではエヴァン法による大々的な喫煙やアルコールに規制があること。 

 ・セキュリテ・ソシアルによる年 1 回の無料健康診断。 

 ・ソフィアサービスによる自己管理サポート、配信システムの設計、意思決定支援などのサービスの提供 

 

◇今年度のフランスチームがやり残したこと（次年度のフランスチームへ引き継ぎたいこと） 

 ・今年度のフランスチームでは大まかな政策やサービスについて言及したが、深掘りはできていないため次年度のフランスチームの方達には 

  今年度調べたさまざまなサービスや政策についての深掘りを引き継ぎたいと考える。 


